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普通の景観・考 
～サステナブルな町の姿～ 

 

どこにでもありそうな景観だけども、こよなく愛おしく感じることは体験上よくある。高度経済成長期が始ま

るころまで、各地の都市に見られた一般的な景観、いわば「普通の景観」が、どんどんなくなってきた。本書で

扱うのは、そうしたおおむね高度経済成長期までに既成市街地に見られた景観だ。普通のものが貴重だという謎

に挑みたい。（本文より） 
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